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2021年10月11日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：久保　美夏
	菅原
	斎藤
	鳥谷部
	戸賀沢
	藤田
	佐々木
	蕨野

	業務
	○
	業務
	年休
	○
	○
	○
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
院内研修の予定
　日　時：10月19日（水）、20日（木）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階　会議室

 　テーマ：｢感染対策　インフルエンザ、ノロ、新型コロナについて｣

　講　師：感染対策委員会　委員長
＜全体連絡＞

・青陽館内の掃除について：満足度調査報告書に則り、毎週火曜日は普段掃除できていない部分を掃除する日と設定して、掃除が行き届かない場所を無くしていきましょう。

＜利用者様の評価について＞
・2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
＜疾患別診療計画書＞

・10月の疾患別診療計画書作成に取り掛かりましょう。医師評価が必要な利用者様9/28（火）各担当医へ提出済みであり、書類がもどり次第利用者様からサインを頂き、10/15までに電カルへアップしてください。
＜10月の新プログラムについて＞

・発達障害のプログラムのマニュアルがプログラムテキスト内の発達障害の中に保管している為各自で確認をお願いします。利用者様用のテキストは月初めに印刷して渡す。
　対象者：川村　拓郎様・田向　玲美様

＜利用者様情報＞

デイケア
田端　香織様　～朝に母様から週5回デイケアに通わせたいと電話があり、本日来所するとの事。来所後は自身のペースで各プログラムに参加しているが、寒さと掻痒感を訴えて落ち着かなくなっている。12時10分頓服薬服用するが、直後より「顔がかゆいので帰ります。」と声高となっている。その後、青明舎森氏より情報提供がある。先週本人、母様、妹様、森氏、障害福祉課職員でケア会議を実施し、生活介護の希望があるが、デイケアの利用が不安定である為生活介護の導入は難しいと判断されたとの事。そこでデイケアを定期的に利用する事を提案した為今後は利用日以外も利用する事があるとの事。落ち着かなくなった時は頓服薬を服用して様子を見るなど対応をお願いしたいと言う。
山本　真知子様～来所時より体調については「あんまり良くないです」と話していたが、11時頃突然にトイレで大泣きし始めており、大声で泣き叫んだり怒鳴ったりしている。声を掛けると幻聴が強いことを話しており、幻聴の内容は「嫌なことを言えって言われたり、沸騰した油を考えさせられたり。」と幻聴と戦っているという。問いかけ時にはと突然に表情が戻り、応対が出来ている。体調不良について電子カルテに記入し主治医にも報告できる形としても良いかを尋ねると「お願いします」と答えている。30分程、泣き叫んだ後、個室から出てきて「帰ります」と一方的に出て行っている。家族の送迎のことや帰宅手段の事を尋ねるが「大丈夫です！」と出ていき、ご家族様へ報告している。14時頃、父様から連絡があり捜索し八戸駅で発見したとのことである。14時45分本人から入電あり「さっきは飛び出してすみません。」と話しており、父様と会うまで何をしていたか聞くと「ずっと徘徊していました。」と返答している。本日はゆっくり休むように伝え、終話している。

ショートケア
特記無し
デイナイトケア
古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。9日（土）の起床時に臀部痛の訴えがPt.より聞かれていたとの事。スタッフが詳細確認するも、「夜に転んだかもしれないし、よく分からない」と曖昧な返答であったとの事。触診や視診にて確認すると、外傷は無いものの、肛門付近で痛みが強かったとの事。痛みは自制内であるが、今朝も聞かれており、痛みによる苛立ちかは定かでは無いが、他利用者様へやや苛立つ場面が2日間観察されていたとの事。本日のデイナイトケアでは来所後すぐに特定スタッフ(戸賀沢)の出勤状態を確認している。他スタッフが対応し特定スタッフが年休である事を伝えると、「転んでお尻が痛いから相談したかった」と返答がある。痛みを確認すると「座っていてもズキンズキンする」と聞かれている。座る際はクッションを利用したり、痛みを自制できない場合は整形外科等を受診するように促している。促しに対しては「そこまででは無いから」と聞かれる。その後は訴えは聞かれないが、運動プログラム等は行える範囲内で実施している。上記情報を青風荘へ情報提供している。
繁名　和恵様　～青風荘より情報提供あり。今朝の起床時より胃部不快感と胸痛の訴えが聞かれていたとの事。朝食は全量摂取出来ているも、その後は自室にて臥床して過ごしていとの事。本日のデイナイトケアでも上記の訴えが聞かれ、来所後の日課を済ますと直ぐに静養室利用の希望が聞かれる。ミーティングには参加しているがその後も不調の訴えは聞かれ、午前はプログラムに参加出来ず、うなだれたり、傾眠をして過ごしている。昼食前には頓服服用の要望が聞かれるが、昼食後に不調の場合に服用する様に促すと、昼食後には服用希望聞かれず、不調の訴え消失し各種プログラム参加している。
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